
仕上がり線まで画像や背景がある場合は、
ここまでヌリタシをご作成下さい
（＊断裁時の若干のずれにより紙の地色が
出るのを防ぐ為です）

この赤い線が仕上がり線となります。
この位置で断裁されます。
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＊データ作成時のご注意＊
透過性・影・ぼかし・パターン・グラデーション等の効果は、ご使用にならないようお願いいたし
ます。
これらの効果は印刷には不適切なため、画面上ではきれいに見えますが、弊社で印刷用のデータに
変換する際にお客様の意図しない仕上がりになってしまう可能性がございます。
（詳しくは弊社ホームページをご覧下さい。）
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テキスト:『ダーウィンの「種の起源」―はじめての進化論』（サビーナ・ラデヴァ作・絵、福岡伸一訳、岩波書店）
『広辞苑』第7版（岩波書店）

開催日時: 2019年10月26日（土）14:00～16:30 協力: 広辞苑大学実行委員会
会 場: 日比谷図書文化館4階 スタジオプラス（小ホール） 主催: 千代田区立日比谷図書文化館

講 師: 福岡 伸一先生
生物学者。1959年生まれ、京都大学卒。少年時代の虫好きが嵩じて生物学の道に進む。
米国ハーバード大学医学部博士研究員、京都大学助教授などを経て、青山学院大学教授、
米国ロックフェラー大学客員教授。『生物と無生物のあいだ』（講談社現代新書）、『動
的平衡』（木楽舎、小学館新書）など著書多数。

日比谷に福岡ハカセがやってきた

×

イラスト:サビーナ・ラデヴァ

10月26日に福岡ハカセをお迎えして、日比谷カレッジと広辞苑
大学の初コラボ授業を行いました。『ダーウィンの「種の起源」
－はじめての進化論』(岩波書店、2019）の訳者でもある福岡
ハカセと『広辞苑』を引きながら、ダーウィンの世界を逍遥しま
した。お話は生物学からアートの世界に広がり、生命とは何か?
分子生物学のご研究についても学べた贅沢な2時間半でした。

授業のあとにはサイン会も。
情熱あふれる福岡ハカセの授業にみな感激!

福岡ハカセのお宝”The Origin of 
Species”も見せてくださいました。

広辞苑で「進化論」と引いてみましょう。周りの言葉も
目に入ってきます。知的活動は道草からはじまります。

『種の起源』の初版は1859年に1250部だけ刷られ
ました。本は部数ではないのです。

2019年10月26日開催報告


